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大塚商会のCAEビジネス
CAE-Solution of Otsuka-corp



CAE World

CATIAの解析ワークベンチ、パートナー製品だけでなく、
CAD独立型CAE製品についても
設計者向けから解析専任者向けまで幅広く取り扱っています。

マルチベンダーとしてユー
ザーニーズに合ったもの
を提案

計算負荷のかかるものは
CADと独立したマシンで

マルチCAD環境に対応し
た解析製品の選定



CAE今昔物語
History of CAE



解析今昔物語①

2D設計者と解析専任者
設計者は頭の中で3次元を2次元に置き換え、図面を作成します。
解析専任者は設計者から依頼された図面を見て3次元形状を起こし、
解析作業を行っていました。

それを２次元
図面で表現

図面から解析ソフト
で３次元形状作成

負荷負荷 負荷

技術

構想は
頭の中で
３次元

設計者 解析専任者



解析今昔物語②

3D設計者と解析専任者

3次元CADの普及により解析専任者はモデルを作る必要がなくなり、1ケースあたりの
時間を削減できるようになりました。

しかし時期によっては色んな部署からの依頼が重なり、専任者も大変で、また設計者
も結果が来るまで時間がかかり、タイムラグが発生してしまう。

ごめん！解析
結果が出るまで
2週間待って！

依頼が重なって、
人もマシンも
手一杯だ・・・

モデル化の手
間がなくなって
便利になったな

3Dモデル送ります！
解析お願いします！

解析1ケース
お願いします

解析頼む！
トラブルで
急いでいるんだ！

解析専任者

設計者A



解析今昔物語③

3D設計者とDesign CAE

操作も容易なDesign CAEの登場により、簡単な計算は設計者が3次元CAD上
でやることにより、より上流の工程で品質を造りこむことが可能になります！

高度な解析のみ依頼

Power CAE Design CAE

アイデアをその場で解析で
きるから、タイムリー！
操作も思ったより簡単だ！

簡単な解析の依頼が少な
いから、ハイエンド解析の
作業に集中できるぞ！



DesignCAEの導入が加速！
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CAE販売シート数の推移

設計技術者向け

解析技術者向け

CAE市場全体が急激な伸びを見せている

ハイエンドなシミュレーションを行う「解析技術者向けCAE」も堅
調であるが、「設計技術者向けCAE」は急成長を見せている

CATIAに限ってもモデリングワークベンチ以上に解析用ワーク
ベンチの導入数が高い伸びを見せている

矢野総合研究所調べ



CAE導入の理想とギャップ
Dream and Reality of CAE



2-1．解析する人によって結果が異なる・・・

同じモデルを
ＡさんとBさんが解析しても
同じ結果にならないって、
どういうこと？？？

最大応力
10.4 kgf/mm2

最大応力
14.1 kgf/mm2

Aさんの解析結果 Bさんの解析結果



2-2．手計算と解析結果が合わない・・・

CAEソフトを導入して
みたものの、今までの手計算
の結果と比べて、たわみ量が

10倍以上違ったぞ！！

手計算 CAE



2-3．実験値と解析結果が合わない・・・

計算結果と実験値が
3倍以上も開きがあるぞ！
こんな結果じゃ参考にも
なりゃしないぞ！！

CAE実験



2-4．挙動自体が違う・・・

フィルムの解析をしたが、
挙動から全然合わないよー。
自分の設定ミスなのかな？

実際は 解析では・・・

強制変位 強制変位

こんなはずでは・・・



失敗事例に学ぶ
Failure teaches success



CATIA CAE虎の巻①

アダブティブＨ法

アダプティブH法とは？

アダプティブH法とは解析結果から要素間
の歪エネルギーの誤差を判定し、誤差の
大きい部分のメッシュを細かく切り直すこ
とにより精度を上げる機能です。

※万能ではないので、事前にある程度適切なメッ
シュサイズを設定しておくことを推奨します。

メッシュサイズによる精度のばらつきをなくしたい！



CATIA CAE虎の巻②

メッシュサイズと式

メッシュサイズと式の連携

例えば板金部品の板厚とメッシュサイズ
を「式」で連携させることにより、常に板
厚方向に2層以上で分割された要素を
作成できます。

これをテンプレートに盛り込めば、
メッシュサイズの個人差を軽減
できます。

使用者毎のメッシュサイズのばらつきを解消したい！

ﾒｯｼｭｻｲｽﾞ=板厚/2



イメージ

用語や解法など基礎を学習することにより、操作の意味、前提条件、
エラーが出た際のトラブルシューティングを学習できます。

設計者のための解析基礎講座

CATIA CAE虎の巻③

座学「設計者のための解析講座」

•要素の種類、特徴など操作以外の知識が足りない
•手計算とFEMの違いを理解したい
•解析の前提条件を理解したい（線形？非線形？）

設計者のための解析基礎講座



CATIA CAE虎の巻④

CAEテンプレート

CAEのテンプレート化

CAEもモデリング同様テンプレー
ト化が可能です。毎回を行うルー
チンの設定作業を簡略化したり、
メッシュサイズなどを標準化する
際に便利な運用方法です。

•使用者毎のメッシュサイズのばらつきを統一したい！
•溶接条件など面倒な設定も自動化したい



CATIA CAE虎の巻⑤

CAEブレイクダウンテクニック

CAEブレイクダウンテクニック
– ユーザーデータでの検証

– ユーザーの現象に合わせた
カスタマイズ教育

– 正しい境界条件の検討

– 解析モデルの簡易化案検討

•自社の製品でメッシュサイズはどのくらいが適当？
•今までの評価基準をCAEで置き換えていきたい
•自社製品を解析する場合の条件のつけ方は？
•解析ソフトでやりたいことの内どれくらいがCATIAで
できるのだろう？

解析モデルの
簡素化

メッシュ作成
時の注意事項

正しい境界
条件設定

結果評価
のための
前提理論

自社製品に沿った解析パターンを短期間で学習することが出来ます。
正しい設定方法や、ノウハウの習得にかかる時間を大幅削減します。



CATIA CAE虎の巻⑥

CAE-ナレッジ連携

ナレッジによる結果評価支援

CATIAの解析機能とナレッジ機能を
連携させることにより、結果評価のガ
イドラインをCADに組み込むことが可
能です。ポカよけや、評価基準の水平
展開に有効です。

（ex.変形が大きい場合に非線形が必
要なことをメッセージする・・・など）

非線形が必要かどうか、など
結果の評価方法を設計者の中で水平展開したい！

センサ
最大応力
最大変位
反力
etc

計算実行

OK

Y

N
NG



CATIA CAE虎の巻⑦

解析CAAパートナー製品

豊富な解析パートナー製品群

CATIAの解析ワークベンチだけではできない
「非線形解析」や「流体解析」などもパートナー製
品を導入することにより、CATIA上でシームレス
に解析することが可能です。

CATIA上で非線形解析を行いたい！



解析CAAパートナー製品マップ

構造解析

衝突・プレス

熱伝導

非線形

機構

流体

疲労・耐久

公差

NVH

光学

TAA
公差解析

GPS
パーツ解析

GAS
アセンブリ解析

EST
拡張解析

SimDesigner

ICEM CFD Hexa

Virtual.Lab

ABAQUS for CATIA

Fluent  for CATIA

ABAQUS for CATIA

Partner’s APDS’s AP

音響

Virtual.Lab

Virtual.Lab

Virtual.Lab

SimDesigner

Virtual.Lab

SimDesigner

SimDesigner

SimDesigner

FMD
拡張ｿﾘｯﾄﾞﾒｯｼｬｰ

FMS
拡張ｼｪﾙﾒｯｼｬｰ

GDY
動解析

EFD.V5

STAR-CAT5

SPEOS CAA V5 
Based

最適化

PAM-DIEMAKER
for CATIA V5

PAM-TFA for CATIA V5

3DCS

CETOL



まとめ
Conclusion



CATIAのCAEを有効に使うための
２つのアプローチ

CATIA And Education

CATIA

•CAEテンプレートによる自動化
•ナレッジによる結果評価

•アダプティブH法によるメッシュ精度向上
•式によるメッシュ個人差軽減
•CAAパートナーによる拡張性

CATIA

•CAEテンプレートによる自動化
•ナレッジによる結果評価

•アダプティブH法によるメッシュ精度向上
•式によるメッシュ個人差軽減
•CAAパートナーによる拡張性

Education

•座学『設計者のための解析講座』
•CAEブレイクダウンコンサルティング

•BPのサポート能力の見極め

Education

•座学『設計者のための解析講座』
•CAEブレイクダウンコンサルティング

•BPのサポート能力の見極め

CATIAの能力を活かす
システム的なアプローチ

バックボーン知識
ケーススタディ
サポート能力


